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島
教
協  

 
  

第
五
十
五
回 

定
期
総
会
開
催 

 

五
月
三
十
一
日
（
日
）
、
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲
に
て
第
五
十
五
回
島
教
協
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。
二
十
六
年
度
の
活
動
報
告
と
二
十
七
年
度
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、
承
認
を
得
た
。 

 
 
 
 
 
            

（
詳
細
は
、
議
案
書
参
照
） 

 
 

 

来
賓
と
し
て
、
槇
野
信
幸
出
雲
市
教
育
長
様
、
佐
々
木
雄
三
県
議
会
議
員
様
、
古
川
俊
裕

全
日
教
連
事
務
局
長
様
、
小
坂
朝
之
山
口
県
教
連
委
員
長
様
を
迎
え
た
定
期
大
会
は
、
盛
大

な
も
の
で
あ
っ
た
。 

  

吉
田
修
会
長
か
ら
「
国
の
歴
史
は
教
育
が
作
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
教
育
の
成
果
は

す
ぐ
に
は
出
な
い
も
の
が
多
い
が
、
十
年
後
に
は
『
日
本
の
歴
史
を
作
る
一
員
』
に
成
長

す
る
の
が
目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
で
あ
る
。
今
の
若
者
に
、
も
し
学
ぶ
意
欲
が
な
い
と
言

わ
れ
て
し
ま
う
な
ら
ば
、
そ
の
責
任
を
痛
切
に
感
じ
る
教
師
で
あ
り
た
い
。
私
た
ち
の
判

断
基
準
は
『
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
な
る
か
ど
う
か
』
の
一
点
で
あ
り
、
こ
れ
が
ぶ
れ
る

こ
と
は
な
い
。
と
同
時
に
そ
の
真
価
が
問
わ
れ
る
時
で
も
あ
る
と
思
う
。
島
教
協
は
会
員

の
皆
様
一
人
一
人
が
安
心
し
て
、
そ
し
て
存
分
に
目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
力
が

発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
今
年
も
活
動
を
推
し
進
め
て
い
く
」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

そ
の
後
の
予
算
案
審
議
で
は
、
事
務
局
体
制
の
変
更
に
よ
り
、
事
務
局
費
（
給
与
費
）
の

負
担
を
若
干
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
ま

で
毎
年
減
額
を
続
け
て
き
ま
し
た
事
業
費
を
平
成
二
十
四
年

度
並
に
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
会
員

の
皆
様
へ
の
情
報
を
頻
繁
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
研

修
会
の
実
施
や
各
種
会
合
へ
た
く
さ
ん
の
会
員
を
派
遣
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

 

職
員
団
体
と
し
て
は
、
会
員
が
た
く
さ
ん
所
属
し
て
い
る
こ

と
が
各
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
す
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て

い
ま
す
。
会
員
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
一
人
お
一
人
が
新
規

会
員
の
獲
得
に
向
け
て
、
日
頃
の
学
校
現
場
で
の
声
が
け
を
引

き
続
き
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

全
日
教
連 

古
川
事
務
局
長 

 
   

 
 

 
 

  

中
央
情
勢
報
告 

 
 

島
教
協
定
期
総
会
に
合
わ
せ
て
、
全
日
教
連
事
務
局
長
古
川

俊
裕
氏
に
よ
る
中
央
情
勢
報
告
が
行
わ
れ
た
。 

・
全
日
本
教
職
員
連
盟
と
は 

 

全
日
教
連
は
、
他
の
職
員
団
体
と
違

い
、
「
美
し
い
日
本
人
の
心
を
育
て
る

教
職
員
団
体
の
創
造
」
を
基
本
理
念
と

し
、
教
職
員
を
教
育
に
従
事
す
る
専
門

職(

教
育
専
門
職
）
と
し
て
位
置
付
け
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
を
考
え
る
団
体
と

し
て
活
動
を
し
て
い
る
。
ま
た
教
育
は

政
治
的
中
立
で
あ
る
べ
き
と
考
え
、
教

職
員
と
し
て
法
令
を
守
り
、
正
当
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
あ
る
。 

・
財
務
省
の
「
教
職
員
削
減
」
の
方
針
に
対
す
る
意
見 

 

今
後
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
や
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
の
推
進
、
英
語
教
育
の
充
実
等
、
新
し
い
教
育
施
策
が
次
々

と
学
校
現
場
に
突
き
つ
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
私
た
ち
教

職
員
は
教
育
専
門
職
と
し
て
、
疲
弊
し
た
学
校
現
場
に
お
い
て

も
な
お
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
で
あ
れ
ば
全
力
で

そ
れ
ら
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

財
務
省
は
、
国
家
百
年
の
計
で
あ
る
教
育
に
対
し
、
「
財
源

が
な
い
か
ら
縮
減
、
後
退
さ
せ
る
」
の
で
は
な
く
、
「
必
要
だ

か
ら
措
置
す
る
」
と
い
う
姿
勢
で
、
国
の
最
重
要
課
題
と
し
て

の
教
育
再
生
の
道
が
開
か
れ
る
よ
う
、
我
が
国
の
未
来
を
見
据

え
た
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
最
善
の
決
断
を
期
待
す
る
。 

・
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
体
制
の
強
化
を 

 

厚
生
労
働
省
の
平
成
二
十
五
年
度
調
査
で
は
、
児
童
相
談
所

へ
の
児
童
虐
待
の
相
談
件
数
が
児
童
虐
待
防
止
法
施
行
前
の
平

成
十
一
年
度
比
六
・
三
倍
に
な
っ
て
い
る
。 

 

全
日
教
連
は
、
児
童
相
談
所
の
増
設
や
児
童
福
祉
司
の
増
員

を
図
り
、
児
童
相
談
所
が
虐
待
等
の
通
告
や
相
談
に
対
し
て
確

実
に
対
応
で
き
る
体
制
の
強
化
、
警
察
等
と
の
連
携
を
更
に
強

化
で
き
る
体
制
づ
く
り
等
、
子
ど
も
の
命
を
守
る
こ
と
を
第
一

に
考
え
た
施
策
の
充
実
に
つ
い
て
要
望
を
し
て
い
く
。 

・
全
日
本
教
職
員
連
盟
の
活
動
の
様
子
は 

  

及

び

で 
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全日教連 第３２回教育研究全国大会（香川大会） 

 

出
教
協 

定
期
総
会 

開
催 

 

五
月
十
六
日
（
土
）
、
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲
に
て
、
杉
谷 

学
出

雲
市
教
育
委
員
会
教
育
部
長
様
、
吉
田 

修
島
教
協
会
長
を
来
賓
と

し
て
お
迎
え
し
、
平
成
二
十
七
年
度
出
雲
市
教
職
員
協
議
会
の
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
六
年
度
決
算
、
平
成
二
十
七
年
度
の
運
動
方
針
・
専

門
部
活
動
計
画
、
予
算
に
つ
い
て
審
議
が

行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

今
年
度
も
、
す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
を
価
値
判
断
と
し
て
『
増
や
そ
う

会
員
一
人
で
も
！
組
織
の
発
展
・
充
実
』

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
出
教
協
は
活
動

を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

総
会
後
に
は
文
化
厚
生
部
に
よ
る
恒
例

の
食
事
会
が
実
施
さ
れ
、
会
員
同
士
の
交

流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

開催日 ：８月８日（土）～９日（日） 

 

大会会場：香川県高松市 サンポートホール高松・JRホテルクレメント高松 

  

大会主題：今を生き抜き未来に活きる力を育む教育実践  

          ～主体的にたくましく学ぶ子供の育成を目指して～   

記念講演： 講師 演出家 宮本亜門 氏 

      演題「違うから面白い、違わないから素晴らしい」 

 

分科会提案発表： 島根県担当 第７分科会「特別支援教育」 

    提案者： 曽田博美 教諭（出雲市立四絡小学校） 

        「通常の学級における特別な支援を必要とする児童への教師のかかわり」 

旅程（２泊３日） 

  8/７（金） 出 発 （ＪＲ利用） 

  8/８（土） 教研大会１日目 9:00～17:30（第１～第7分科会） 

        （分科会Ａ・分科会Ｂ・助言者ゼミナール） 

  8/９（日） 教研大会２日目 9:00～12:10（全体会・記念講演） 

         帰 着（ＪＲ利用）  

 

参加費 ：お一人５､０００円程度を予定 

     （交通費、宿泊費、食費込み） 

 

 教研大会の詳細や申し込みについては、

後日リーフレットを配布いたします。 

 他県の実践発表や、記念講演があります

ので、多くの方の参加申し込みをお願いし

ます。 

教研大会プレ発表会のご案内 

 香川大会に参加できない方、提案発表者のリ

ハーサルとして、プレ発表会を行いますので、 

たくさんの参加をお願いします。詳細は後日お

知らせします。 

  日 時 ８月１日（土）10:00～11:30 

  会 場 ビッグハート出雲 茶のスタジオ 
 

 

教
育
講
演
会 

開
催 

 

五
月
十
六
日
（
土
）
、
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲
に
て
教
育
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

 

元
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
の
坂
本
博
之
さ
ん
を
講
師
に
、
「
僕
は
運
命

を
信
じ
な
い
」
を
演
題
に
し
て
、
坂
本
さ
ん
の
体
験
談
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

十
五
年
間
の
ボ
ク
シ
ン
グ
生
活
か
ら
は
、

人
に
は
愛
情
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た

児
童
養
護
施
設
の
児
童
と
の
ふ
れ
あ
い
か
ら

は
、
「
熱
を
も
っ
て
接
す
れ
ば
、
熱
を
も
っ

て
返
っ
て
く
る
」
こ
と
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
と
、
坂
本
さ
ん
は
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
坂
本
さ
ん
は
、
全
国
の

児
童
養
護
施
設
を
回
り
、
子
ど
も
た
ち
と
の

ふ
れ
あ
い
活
動
を
続
け
ら
れ
ま
す
。 


